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  ハイレベルな国際合唱コンクール 

 このコンクールは、今まで日本にはなかった、大規

模な世界基準のコンクールです。今年は、7 月 24 日

（金）～26 日（日）に東京晴海の第一生命ホールで

開催されます。審査員は、スウェーデン、スロベニア、

イギリス、マレーシアなどの 6 名の国際審査員と 1

名の国内審査員で、著名な作曲家や指揮者のみなさ

んです。児童合唱（13 歳以下）、同（18 歳以下）、

シニア、学校合唱部、ユース（28 歳以下）、室内合

唱、同声合唱、混声合唱、現代音楽、フォルクロアの 10 部門に 50 団体が参加します。 

栄町中が登場する「学校合唱部門」は、7 月 24 日に開催されます。この部門の参加団体は、

合唱では定評のある台湾のほか、国内 5 団体は、国内の合唱コンクールで上位を占める強豪

の高校生チームです。唯一の中学生合唱部として、「栄町中合唱部ここにあり！」と、国際的

な晴れ舞台で、日ごろの厳しい練習成果をきっと発揮してくれることでしょう。 

藤岡先生の指導で上位入賞をねらう栄町中合唱部 

  5 月 11 日、栄町中音楽室にお邪魔して、合唱部の練習風景を見学させていただきました。 

指導する藤岡直美先生は、在籍した枝幸中学校を NHK 全国学校音楽コンクール全国大会で銀

賞に導くなど、数々のコンクールで上位入賞を果たすな

どその指導力に定評のある先生です。 

音楽室に入ると、部員のみなさんが、自転車こぎをし

ながら、また、腕立て伏せをしながら、発声します。「も

っと音程をクリアに！」「大きく息を吸って、準備を早

く！」。藤岡先生の厳しい指示が飛びます。 

「えっー、ここはスポーツ系の練習室？」と見間違え

そうです。「合唱は、普段使わない筋肉を使いますし、発

声には、何といっても持久力が必要です」という藤岡先

生のお話に、思わず納得です。 

≪中学生編≫ 

東京国際合唱コンクールをご存じでしょうか。2018年にはじまった国内外の合唱団が

東京に集う大規模な世界基準のコンクールです。なんと今年、学校合唱部門で、栄町中

学校合唱部が、中学校では唯一予選を通過し、7月に、東京で国際的な舞台に立ちます。

今号では、このコンクールと同中学合唱部の活動にスポットを当ててみました。 

 

▲NHK コンクールに出場したときの栄町中合唱部 

 

▲音楽室での練習風景 



 

参加する以上、上位をねらいます！ 

合唱部の部員は、２４名ですが、コンクールには、

２年・３年の１３名が出場します。同校合唱部は、北

海道内の合唱コンクールやアンサンブルコンテスト

で上位に入る実力を持つ強豪校です。 

部長の髙原絆夏さんは、「練習は厳しいけれど楽し

いです。合唱を通じて異世代と交流が広がります。参

加する以上、東京では金賞をとって、グランプリ出場

を目指します」と力強く話してくれました。 

昨年の NHK 全国学校音楽コンクール（道央大会

中学生の部Ⅱ）では、惜しくも金賞を逃して銀賞でした。 

先生の「銀賞と金賞では見えるものが違う」との声に、部員のみなさんうなずきます。栄町

中学校合唱部は、“藤岡マインド“に導かれながら、東京ばかりでなく、道内の大会にも焦点

を合わせて、日々練習に励んでいます。 

 

 

 ７月に東京で開催される「東京国際合唱コンクール」に出場する栄町中学

校合唱部を応援するため、次のとおりコンサートを開催します。 
 栄東地区のみなさん、コンサートに参加して、ぜひ、部員のみなさんを激

励ください。 
■日時：令和 8年 6月 21 日（日）13：15分開場、13：45開演 

■会場：栄町小学校体育館（中学校ではありません。お間違いなく！） 

■参加方法：どなたでも参加できます。席の用意が必要ですので６月１５日 

（月）までに、次の QR コードからお申し込みください。 

 

■主催：栄東地区まちづくり未来会議、栄東地区福祉のまち推進センター 

お問い合わせ先：栄東まちづくりセンター℡711-2203 

栄町中学校合唱部 

※当日は、スリッパなど上靴を

ご持参ください。 

※駐車場に限りがあります。お車

での来場はお控えいただければ

幸いです。 

 


